
 

 

 髙島屋グループ 情報セキュリティ基本方針 

 

髙島屋グループは、グループ総合戦略「まちづくり」により、消費環境の変化や、消費者の価値

観・ニーズの多様化に対応し、お客様満足の向上に努めています。髙島屋グループの事業活動の

中で取り扱う、お客様からお預かりした情報をはじめとする情報資産は、適正な管理及び適切な

取り扱いを行うことが重要であると認識しています。 

 

髙島屋グループは、全てのステークホルダーの皆さまから信頼される企業グルーブとして、保有

する情報資産を、外部からの攻撃や漏えいなどの様々な脅威から保護し、情報セキュリティ体制

を強化していくことが重要課題であり、企業の社会的責任であると位置づけています。 

 

この考え方のもと、「髙島屋グループ 情報セキュリティ基本方針」を定め、 

髙島屋グループの役員及び全ての従業員が本方針を遵守し、情報セキュリティ管理体制を継続的

に強化することにより、お客さまをはじめとするステークホルダーの皆さまへの安全・安心の提

供と安定した事業活動の維持を目指してまいります。 

 

1. 情報セキュリティ管理体制の構築  

当社グループは、情報資産の管理についてのグループ全社事務局を総務本部総務部に設置す

るとともに、役員、全ての従業員及びお取引先、外部委託先に対して情報セキュリティ基本方

針を周知徹底します。 

 

2. 法令遵守及び関連規則・手続の整備  

当社グループは、情報セキュリティに関する法令を遵守するとともに、関連社内規則・手続を

整備し、役員及び全ての従業員に周知徹底し、適切な情報管理を行います。 

 

3. 情報資産の保護  

当社グループは、情報資産の機密性、完全性、可用性を確保するために、適切な安全管理措置

を講じるとともに、情報資産に対する外部からの攻撃や漏えいなどの事故を未然に防ぐため、

情報セキュリティ対策を備えたシステムを実現・維持します。 

 

4. セキュリティリスクアセスメントの実施 

当社グループは、保有する情報資産を守るため、定期的に情報資産に対するリスクを特定して、

分析し、評価を行い、リスクに応じた対応策を実施します。 

 

 



 

5. 情報セキュリティリテラシーの向上  

当社グループは、情報セキュリティ管理体制を強化するために必要な経営資源を投入し、人材

の育成・確保を計画的に行い、役員及び全ての従業員に対して情報セキュリティに関する教

育・訓練を継続的に実施し、意識の向上をはかります。 

 

6. 継続的改善の取組  

当社グループ全体の情報セキュリティ管理体制のレベルを把握するために、専門の第三者機

関による情報セキュリティアセスメントを定期的に行い、最新のセキュリティ技術動向や対

策を取り入れ、継続的な改善をはかります。 

 

7. 情報セキュリティインシデントへの対応 

当社グループは、情報セキュリティインシデントが発生した場合の報告体制や初動対応手順

を定め、迅速かつ適切に対応し、被害の最小化に努めるとともに、官公庁への必要な届出や

関係者への通知を適切に行います。 
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